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註1
伊藤守幸「『更級日記』における不在の〈他者〉」（『日本文学』、1988年4月）。後に、加筆の上『更級日記研究』（新典社、1995年）に所収。
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註2
引用は、秋山虔校注『更級日記』（新潮日本古典集成）による。
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註3
三角洋一「更級日記　歌ことば」（『国文学』、1981年1月）。

註4
1998年度中古文学会秋季大会において、「朽ちもせぬ……」歌を執筆時の創作とする視点を含む発表がなされたが（鈴木里香「『更級日記』上洛の記が内包するもの―その叙述をめぐって―」）、そこでも明確な論拠は示されなかった。
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註5
伊藤守幸「『更級日記』と物語―孝標女の作家的視点をめぐって―」（『王朝女流日記の視界』に収録の上、新典社より近刊予定）。
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註6
河添房江「更級日記」（『日本文学研究の現状　Ⅰ　古典』、有精堂、1992年）は、上洛の記に採録された三伝承（竹芝伝説、富士川伝説、真野の長者伝説）の反体制・反皇権的性格に注目している。物語憧憬や宮仕え願望から窺われる傾向と、これらの特異な伝承との関係は、一見二律背反的にも見えるが、こうした異質な記事群の併存こそが、『更級日記』を顕著に特徴づけているのである。それらの異質な記事群の関係に留意しながら、孝標女の精神の振幅を見定めて行くことは、『更級日記』研究の今後に残された課題である。
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註7
三田村雅子『源氏物語 ―物語空間を読む』（筑摩書房、1997年）。
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註8
上洛の記に的を絞った本稿の考察では、「変化の相」には言及できなかったが、様々な「変化」が作品の表層に明示されていることは、ことさらな分析を試みるまでもなく、『更級日記』を一読すれば明らかである。


